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1 生活を支える水の循環と利用状況 

全国の１人１日あたりの生活水量は、約282ℓ（※1 令和４年度時点）との調査結果があります。 

そのうち、家庭内での生活用水の使いみち（目的・用途）で水量が多いものトップ３は…。 

日頃の生活の中で、どれくらい水を使っているのでしょうか？ 

使用水量は、お風呂（浴室）、トイレ、洗濯の順に多いようです。 

これらの私たちが使ったあとの水「生活排水」は川や海などに流しますが、

汚れたままの状態で川などへ流すと、水質汚染を引き起こしてしまいます。 
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出典：※1「日本の水資源の現況」（国土交通省・令和７年版） 

※2「令和３年度一般家庭水使用目的別実態調査」 
（東京都水道局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般家庭用水の使用目的別水量割合】※2 

注：都市活動用水（営業用、事業用、公共用、消化用水等の生活用水）

は、 

グラフの色分けに含まれない。  
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出典：「浄化槽による地域の水環境改善の取組み」 

   （環境省ホームページ浄化槽サイト 浄化槽ライブラリ） 

  

汚れた水の浄化 

使ったあとの水は、どれくらい汚れているのでしょうか？ 

使っている水の量は約 282ℓですが、実際に汚水として排出している量は約 200ℓで、 

1 人が 1 日に排出している汚れ（BOD）は、約 40g と言われています。 

生活の中で使った水の汚れ具合を見ると、汚れが多いトップ 3 は… 
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台所で流す汚れを見てみましょう。 
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使用量で 
3 位だった「台所」が、 

汚れ具合では 
ダントツの 1 位です。 

BOD（ビーオーディー） 

：生物化学的酸素要求量 
 
水の汚れをバクテリアが食べて分解する
のに必要な酸素量のことで、水の汚れを
はかる指標となります。 
BOD の数値が大きいほど、水が汚れてい
ることを示します。 

出典：浄化槽ライブラリ「01. 自然にやさしい浄化槽のひみつ」の「2.どうして川の水が汚れるの？」から 

   （環境省ホームページ浄化槽サイト） 

 

そこにコイや 
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私たちの地域の水環境 2 
 
私たちが家庭から出す水の汚れは、どれくらい占めているのでしょうか。 

海に排出している汚れ（COD）について、身近な海域の瀬戸内海と広島県の状況を見てみましょう。 

（瀬戸内海海域のＣＯＤ割合は平成 30 年度末、その他のグラフは令和元年度末のデータです。） 

資料出所：環境省「発生負荷量等算定調査報告書」 

（環境省ホームページ：｢第９次水質総量削減の在り方

について（参考資料）｣3 頁表 3(1)の平成 30 年度実績

データから算出。） 

使った水を放流前に  

きちんと処理することが

大切になってきます。 

COD（シーオーディー）：化学的酸素要求量 
水の汚れを分解するのに必要な酸素量のことで、海水の汚れをはかる指標となります。 

COD の数値が大きいほど、水が汚れていること示します。 

生活排水の汚れ(COD)のうち約４割が、未処理のまま
放流される生活雑排水によるものです。 
水環境を守っていくには、使用水量を減らすことも 
大切ですが、「使用後の放流水が、できるだけ汚れて
いないこと」も必要となります。 

 

資料出所：｢令和６年版 環境白書(環境に関する年次報告)｣ 

（広島県ホームページ eco ひろしま〜環境情報サイト〜）

に掲載の、図表３－２－３のデータをもとに算出。 
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出典：｢令和６年版 環境白書（環境に関する年次報告）｣（広島県ホームページ eco ひろしま〜環境情報サイト〜） 
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さて、私たちの暮らしから出た汚れた水は、 
どうやってキレイになっているのでしょう？ 

地域の水環境を守るために、県と市町はこれら処理施設の整備等に取り組んでいます。 
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広島県内には 

約 17 万 2 千基の 

浄化槽があります 

汚れた水の浄化 

家庭の汚れた水をきれいにする方法には、大きく分けて個別処理と集合処理があります。 

個別処理 集合処理 …浄化槽 ……下水道、農業・漁業集落排水処理施設 

人家が分散している地域は 

農村部の集落は 

人が密集している地域は 

浄化槽 

農業集落排水処理施設 

下水道 
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